
●2010年4月23日、第8回注意研究

会を開催しました（於：京都大学大学
院人間・環境学研究科棟地下講義室
B23A）。話題提供：鯉田孝和先生（豊
橋技術科学大学エレクトロニクス先端

融合研究センター特任准教授）「色の認
知とサル下側頭皮質ニューロン活動」。
●4月27日、2010年度第1回こころの

未来研究センター定例研究会を開催し

ました。「こころ観の思想史的・比較
文化論的基礎研究」（鎌田東二教授）、
「こころとモノをつなぐワザの研究」
（大石高典研究員）。
●5月17日、第9回注意研究会を開

催しました（於：京都大学稲盛財団
記念館3階中会議室）。話題提供：Avi 

Sadeh先生（Professor, Department of

Psychology, Tel Aviv University Director, 

Adler Center for Research in Child 

Development and Psychopathology, Tel Aviv 

University, Israel）、“Sleep, Neurobehavioral 

Functioning and ADHD in Children.”
●5月25日、2010年度第2回こころの

未来研究センター定例研究会を開催し

ました。「社会的ネットワークの機能
と性質：『つなぐ』役割の検証」（内田
由紀子助教）、「カウンセリング対話で
何が起こっているか―非言語行動の

分析」（長岡千賀研究員）。
●5月27日、第10回注意研究会を

開催しました（於：吉田南総合館東
南棟1階101演習室）。話題提供者：
Gianluiji Mongillo先生（Rene Descartes 

University, Paris）、“Synaptic theory of 

working memory.”
●6月8日、こころの未来講演会を
開催しました（於：京都大学稲盛財
団記念館3階大会議室）。講師：John 

Wachtel先生（スタンフォード大学医
学部婦人科医・教授）「医療のこころ
構え―自発的改善の実現」。
●6月12日、ワークショップ「Psychological 

and Sociological Perspectives on 

Japanese Youth Issues：Views from 

Foreign Researchers in Japan」を、グ
ローバル COE「親密圏と公共圏の再

編成をめざすアジア拠点」とこころの
未来研究センターの「青年期の社会的
適応プロジェクト」の共催で開催しま
した（於：時計台会議室4）。詳細は
本誌 p40～47。
●6月22日、第33回こころの未来セミナ

ーを開催しました。講師：J.Baird Callicott 

先生（ノース・テキサス大学哲学科教
授）「環境問題に関するアメリカの倫
理・政治・法律―その成果と失敗」。
●6月24日、第1回人間・環境学研究科・
こころの未来研究センター交流会を開

催しました（於：人間・環境学研究科
棟地下講義室 B23A）。𠮷川左紀子セン
ター長、河合俊雄教授、鎌田東二教授
からの研究報告が行われました。人間・
環境学研究科からさまざまな領域の先

生方にご参加いただき、「こころ」に
ついてのディスカッションを通した研

究交流を行いました。
●6月25日、第11回注意研究会を開

催しました（於：京都大学大学院人間・
環境学研究科地下講義室 B23B）。話題
提供：北岡明佳先生（立命館大学文学
部人文学科心理学専攻・教授）「錯視
と注意と脳」。
●7月9日、2010年度第1回こころの

科学特別レクチャーを開催しました

（於：稲盛財団記念館3階大会議室）。
講師：村井俊哉先生（医学研究科精神
医学）「社会の中での意思決定、その
障害と治療について」。
●7月15日、第2回わく・湧く・ワーク
ショップ「イメージワークとメディテ
ーションの夕べ」を開催しました（於：
京都大学稲盛財団記念館3階中会議室）。
●8月1日、京都府・京都大学こころ
の未来研究センター共同企画、第7回

こころの広場「聞くことの本質―プ

ロカウンセラーの聞く技術」を開催し
ました（於：京都大学稲盛財団記念館
3階大会議室）。第一部、講師：東山紘
久先生（帝塚山学院大学専門職大学院
教授・元京都大学副学長・臨床心理学）
「聞くことの本質―プロカウンセラ

ーの聞く技術」、第二部、座談・質疑

応答、司会進行：河合俊雄教授。
●8月15～16日、「慶應義塾大学グロ
ーバルCOE論理と感性の先端的教育研

究拠点」との共催で、「負の感情」研
究会を開催しました（於：京都大学稲
盛財団記念館3階中会議室）。テーマ：
「負の感情」とはなにか ?　―「底
つき感」の通文化比較とその手法とし
ての映像。発表は宮坂敬造先生（慶
応義塾大学）「底つき感と文化」、Karl 

Heider先生「ニューギニアおよびイン
ドネシア先住民社会における負の感情

と映像人類学」、大石高典研究員「感
情の文化間比較への民族人類学・民族
生物学的アプローチ：カメルーン東南
部の焼畑農耕民社会と狩猟採集民社会

の比較から」、鎌田東二教授「日本の
精神文化史において仏教受容が負の感

情に与えた影響」ほか。
●8月17日、第3回わく・湧く・ワーク
ショップ「イメージワークとメディテ
ーションの夕べ」を開催しました（於：
京都大学稲盛財団記念館3階中会議室）。
●8月19日、第1回「進化と文化とこ
ころ」ワークショップを開催しました
（於：京都大学稲盛財団記念館3階小会

議室1）。話題提供：竹澤正哲先生（上
智大学）「制度アプローチから考える
文化の維持」、鳥山理恵先生（トロン
ト大学）「文化伝達：模倣から社会学
習まで」。
●9月6日、第1回「進化と文化とこ
ころ」研究会を開催しました（於：京
都大学稲盛財団記念館3階中会議室）。
話題提供：森島陽介先生（Institute 

for Empirical Research in Economics, 

University of Zurich）「神経経済学から
見た社会的選好の個人差とその神経基

盤」。
●9月7日、第12回注意研究会を開催

しました（於：京都大学大学院人間・
環境学研究科地下講義室 B23A）。話題
提供：楠真琴先生（Oxford University, 

Department of Experimental Psychology, 

Research Scientists）「連合学習課題遂行
中のサル前頭前野ニューロンの反応」。
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